










































































































































































































































































ば，2.4 V，6直列など 3.5 Vなどと，自在に
電圧を変えることができます。また並列にす
ることで電流値も用途に応じて変えることが
できます。筆者らの開発した乳酸バイオ燃料
電池は，現在無線駆動だけではなく，市販の
活動量計などのウェアラブルデバイスを駆動
させるのに十分な数mW～数 10 mW程度の
出力を有するものとなっています。また，身
体に貼って，人汗から発電し，汗中に含まれ
る乳酸値のリアルタイムモニタリングにも成
功しています。これは，アスリートの運動強
度のモニタリングに役立つため，現在実証試
験を進めているところです。また，印刷で布
上に作製したフレキシブルなバイオセンサや
イオンセンサを組み合わせることで，汗中の
様々なバイタルサインを同時に取得する試み
も進めています。これは，スポーツ中の熱中
症予防のためのモニタリングツールとしての
応用が期待されています。例えばナトリウム
イオンや塩化物イオンと乳酸および心拍を同
時にモニタリングすることで，熱中症になり
かけている人を検知し，重症化する前に休憩
や水分補給を促す管理ツールとなりえます。
おわりに
　本稿では，印刷技術を利用して体液から発
電可能なバイオ燃料電池ならびに自己駆動型
センサデバイスについて紹介しました。現
在，実用化に向けてさらなる研究を進めてい
ます。実用化が成し遂げられれば，一気に市
場が開けて革新的なスポーツ向けデバイスが
出現すると期待して研究開発を進めていま
す。
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図 4　スポーツ向け自己駆動型乳酸センサ
